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　2022年4月にスタートした「生体医歯工学共同研究拠点」第Ⅱ期の活動
も2年経過しつつあり、中間評価の時期を迎えています。この拠点は、東京医
科歯科大学生体材料工学研究所、東京工業大学未来産業技術研究所、広
島大学ナノデバイス研究所、静岡大学電子工学研究所の4つの研究所によ
る文部科学省ネットワーク型共同利用・共同研究拠点として2016年4月に
認定されたものです。2022年3月に6年間の第I期が終了し、期末評価とし
て最高の「S」を獲得しました。第Ⅱ期では、第I期で得られた成果を医療応用
へ進めるべく連携をさらに強化するとともに、デジタル化、AI活用の推進、応
用分野間のデータ連携に重点を置いて活動を進めています。
　第Ⅱ期に入った1年目はコロナ禍の影響が残り、対面での活動が制限さ
れておりましたが、2023年3月の成果報告会は東京工業大学において対
面とオンラインの併用で開催されました。さらに11月には広島大学の東広
島キャンパスにおいて、第8回生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジウ
ムを開催させていただきました。12件の招待講演と148件のポスター発表
が行われました。ポスター発表者が来訪したことはもちろん、招待講演者も
遠くはアリゾナ大学から会場まで来ていただき、対面で講演をしていただき
ました。海外からの講演者を呼べるようになったことに加えて、たくさんの専
門分野の異なる研究者によるネットワーキングのための行事も開催できま

した。コロナ禍では難しかった対面での交
流を深めることもでき大変喜んでおりま
す。一方で、招待講演者の一部はオンライ
ンで講演をいただきました。こちらはコロ
ナ禍の経験を活かして素晴らしい講演を
聴講できるチャンスが拡がったという意味
で今後とも改善を加えながら活用していく
べきと感じています。
　ナノデバイス研究所では、2023年3月
に本研究所を中心として、産官学連携で
半導体分野のコミュニティ「せとうち半導体共創コンソーシアム」を立ち上
げました。そこでは、半導体産業全般を包括した講義「CMOSアドバンスト
コース」を2023年度に5回7日間かけて行っています。例年行ってきた
「CMOS実践プログラム」と合わせ、若手道場プログラムの一環として生体
医歯工学研究拠点の各大学にも活用していただけるようにしています。今
後とも半導体を中心にして生体医歯工学に貢献できる研究・開発および人
材育成に努めていく所存です。今後とも、一層のご支援、ご鞭撻を賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。

拠点での研究・開発、人材育成のさらなる推進に向けて
拠点長　寺本 章伸（広島大学ナノデバイス研究所 所長）
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研究所紹介

　当研究所は、医療系総合大学である本学における理工系の教育研究を
担っています。生体材料、生体システム、創薬化学の各分野で「ものづくり」を
鍵として先端的な研究と人材育成を行っている世界でも類を見ないユニー
クな研究所です。
　当研究所は本学が新制大学となった1951年に歯科材料研究所として設
置され、これまでに多くの研究成果と、製品化実績をあげてきました。2024
年度からは3部門12分野の体制となり、また、この数年間で教授の3分の2
が入れ替わり、最新の医療ニーズに答えられる新しい研究体制でスタートを
切りました。
　当研究所の特徴として、大学間連携による多様な教育研究の核となってい
ることがあげられます。当拠点で4大学連携によりデバイス・システム系の研究
開発に取り組んでいるほか、「ライフイノベーションマテリアル共同研究」では
6大学連携による材料研究を、「学際生命科学東京コンソーシアム」では4大
学連携による大学院教育を行っています。
　また、研究所内の創薬シーズ開発推進室では化合物ライブラリーやスク
リーニング設備を保有し、化合物を使って研究する医学・歯学・生命科学系
研究者との間の架け橋となっています。教育においては、当研究所の教員は
大学院医歯学総合研究科も兼務しており、毎年30～40名の大学院生が当
研究所に配属され、研究しています。
　当拠点の事業と関連の深い活動として、2022年に医歯理工融合研究イノ

東京医科歯科大学 生体材料工学研究所
所長　影近 弘之

ベーションセンターを研究所内に設置しました。学内のさまざまな部局間の
共同研究を活性化するとともに、当拠点の成果をはじめ、本学発の成果を迅
速に実用化、そして社会実装するためのマネジメントを行っています。
　本学は2024年10月に東京工業大学と統合し、東京科学大学となります。
新大学の目指す姿の1つとして、「社会課題に立ち向かうために、理工学、医
歯学などを収斂させて獲得できる総合知に基づく『コンバージェンス・サイエ
ンス』を展開する」ことが謳われており、当拠点の事業で培ってきた医歯工連
携の経験や実績が大いに役立つと考えています。

材料科学研究部門

医療工学研究部門

創薬科学研究部門

無機生体材料学分野
有機生体材料学分野
物質医工学分野
ソフトマター医工学分野（2024.4～）

診断治療システム医工学分野
精密医工学分野
情報医工学分野
センサ医工学分野  

メディシナルケミストリー分野
生命有機化学分野
薬化学分野
生体材料機能医学分野

生体材料工学研究所の組織構成（研究部門）
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拠点の活動状況

■2023年度国際シンポジウムを開催
　本共同研究拠点の活動の一環である生体医歯工学共同研究拠点国際シンポジウム（ISBE）を2023年11月21日（火）、22日（水）に
開催しました。本年度は広島大学が幹事校となり、広島大学がこれまで開催してきた国際ナノデバイステクノロジーワークショップ（IWNT）
との共催となりました。
　広島大学の越智光夫学長による開会挨拶、文部科学省研究振興局大学研究基盤整備課の柳澤好治課長によるご挨拶（代読 柿澤久美子
学術研究調整官）、東京医科歯科大学生体材料工学研究所所長の影近弘之教授による共同研究拠点の紹介に始まり、2日間にわたって、
ISBE招待講演12件（内、海外研究者4人）、IWNT招待講演4件（内、海外研究者2人）、及び121件のポスター発表が行われました。
　参加者は194名（内、海外研究者7人）を数え、生体材料、バイオセンサ、治療法、診断デバイス、ドラッグデリバリーシステム、機能分
子、バイオMEMS、ロボティクス、バイオメディカル機器/システム、生体計測、シミュレーションと特性評価、バイオマーカ、ナノ・マイクロ
デバイスなど多岐の分野にわたり活発な議論が行われました。ポスター発表では、 award対象64件の中から、7件のposter awardが選
出されました。
　一昨年の第6回はCOVID-19のために中止となり、昨年度の第7回はオンラインでの開催でしたが、今回は3年ぶりの現地開催となりま
した。海外からの一部の講演を除きほぼすべての講演は現地にて発表が行われ、熱心に聞き入る聴講者との活発な議論が行われました。
また、ポスターセッションもすべて対面で実施され、久しぶりに緊密なコミュニケーションを図ることができました。これらを通して、本拠点
を中心とした共同研究が促進され、大いに有益なシンポジウムとなりました。
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今後の活動予定

● 2024年3月8日 成果報告会（東京医科歯科大学）
● 2024年4月1日 2024年度共同研究開始

● 2024年4月17-19日 Medtec Japan展示（東京ビッグサイト）
● 2024年8月  異分野実習（AI医療、東京医科歯科大学）

拠点の活動状況

東京医科歯科大学で異分野実習を開催
　拠点活動の一環として、若手研究者の学際領域での育成等を目的にAI医療に関する実習会を実施しています。2023年度は8月21日
（月）から24日（木）に東京医科歯科大学生体材料工学研究所で実習を行いました。旅費や宿泊費は拠点が拠出し、特に学生が参加しや
すい環境を提供しています。また、本年度はオンラインと現地参加のハイブリッド形式としました。
　実習には東京農工大学、東京医科歯科大学、東京大学、名古屋大学から7名が参加しました。AIの動作原理、必要なデータの作成・前
処理方法やAIの実装方法、AIの性能を高めるためのコツ、医療AIの最新動向について学び、実習ではAIの一種であるニューラルネットワー
ク（NN）の実装、NNによる学習・予測を通じた画像分類、物体検出、画像セグメンテーションなどの医用画像データ解析、NNの性能評
価を体験しました。原理の理解から医用画像データを使ったNNの性能評価までを短期間に進め、貴重な体験になったと思われます。
　本拠点では4研究所のユニークな設備や研究環境を活用した異分野実習を進めています。今後も生体医歯工学分野を開拓していく若い
世代の育成に取り組んでいきます。

東京都医工連携HUB機構とセミナーを開催
　本拠点は成果の実用化と企業との連携を深化させるため、東京都医工連携HUB機構と連携して、WEB形式での医工連携セミナーをシ
リーズ化しています。セミナーの対象者は、東京都内の医療機器の製造販売メーカ約700社です。
　今回は2023年12月5日に「アカデミア発、医工連携ベンチャーの最前線」をテー
マに、東京医科歯科大学生体材料工学研究所の中島義和教授、東京工業大学未来産
業技術研究所の田原正樹准教授、静岡大学大学院の庭山雅嗣教授、広島大学病院
の加治屋幹人教授にご講演いただきました。当日のWEB参加者は132名（製販企業
64名、ものづくり企業18名、臨床機関2名、研究機関15名、行政・公的機関8名、
関係者11名、その他14名）でした。
　セミナーでは初めに東京医科歯科大学生体材料工学研究所の宮内昭浩特任教授
から拠点の概要が紹介されました。その後、中島教授から応用が広がるAIの医療分野
への展開と、その社会実装を加速させる仕組み、田原准教授から医療分野で使われる
形状記憶合金がもつユニークな現象と、その原理、ニッケル・チタン合金を例とした最
新の研究開発動向と展望が紹介されました。庭山教授からは非侵襲的かつ比較的簡
便な近赤外光を用いた生体組織血液動態計測の基礎研究から実用化のための開発体
制やプロセス、そして加治屋教授から細胞などを使うバイオ3Dプリンタで開発した
3D移植体とそれを活用する歯周組織再生療法の研究と課題、実用化への取り組みを
ご紹介いただきました。最後に日本医工ものづくりコモンズ理事長で慶応大学名誉教
授の谷下一夫氏からコメントをいただき、閉会となりました。
　材料からデバイス、医療、AIシステムと幅広い生体医歯工学の分野における学術、
及び企業連携の話を聞ける貴重な機会となり、参加された医療機器の製造販売企業
の今後の開発の一助になったかと思われます。
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